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Ⅰ はじめに  

黄色ブドウ球菌（以下∫．〃〟rg〟∫と略）と他のブドウ  

球菌との鑑別には，マンニット分解性，コアダラーセ産  

生性，DNase産生性などの検査が必要であり，これら  

の成績を得るには分離後さらに1～2日間を要する。   

最近，Essersら1）はと卜の血奨をラテッ クスに感作  

した試薬を用い，スライド凝集法により∫．β〟rg〟∫のプ  

ロティンAおよびクランビング因子を同時に検査する方  

法を報告している。この方法は，臨床の分野ではすでに  

追試され，その有用性が碓められているがヲト4）食品衛  

生，食中毒検査の分野では未だ報告されていない。   

著者らは，食中毒事例や日常の食品衛生に関するふき  

とり検査由来殊について追試し，若干の知見を得たので  

報告する。また，∫．♂〟′g〟∫の選択分離培地に生育可能  

な2．3の既知病原菌についても同様に検討したのであ  

わせて報告する。  

Ⅱ 材料および方法  

1．供試菌株：県内で発生した食中毒由来∫．♂〟rg〟∫  

94株，食品製造施設由来ブドウ球菌13株の計107株を用  

いた。内訳は食中毒患者由来56株，原因食品由来28株，  

食中毒関連ふきとり由来10株，まな板のふきとり由来9  

株，食品由来4株である。   

2．試験方法  

1） ラテックス凝集試験：PSラテックス（栄研）  

を使用した。   

2） コアグラーゼ産生性：ウサギプラズマ（栄研）  

を用い5窃ウサギプラズマ加BHIで，37Dc，1夜培養  

後判定した。   

3） DNase産生性：DNA培地（栄研）にて37℃，  

20時間培養後，1，5N塩酸溶液を加え，室温に15分間  

放置後判定した。   

4） 卵黄反応：マンニット食塩培地（栄研）に50窃  

卵黄液を5魔の割合に加えた卵黄加マンニット食塩培地  

（以下㌦′ISEY培地）により37Uc，48時間培養後，集落  

の周囲にみられる白濁帯の有無により判定した。   

5） マンニット分解性：Ⅸ′1SEY培地で370c，48時  

間後，集落周囲の黄変で判定した。  

Ⅲ 結果および考察  

1．コアグラーゼ活性とラテックス試験の一致率   

トリプトソイ寒天斜面上の菌により実施したコアダラー  

ゼ活性とラテックス試験の相関性を表1に示す。   

食中毒由来の94株は，コアグラーゼ活性，ラテックス  

試験ともに陽性，食品由来4株は両試験とも陰性で共に  

100魔の一致率であった。一方，ふきとり巾来9株は，  

コアグラーゼ陰性であったが，ラテックス試験は8株が  

陰性，1株が陽性であった。このラテックス試験陽性株  

は精香したと乙ろ，∫．ぴ♂r乃gγヱ と同定された。   

2．MSI三Y培地によるラテックス試験  

トリプトソイ寒天斜面上の菌で，ラテックス試験陽性  

を示した食中毒由来の94株について，MSEY培地に培  

養後，ラテックス試験を実施した。その結果，94株すべ  

て陽性で，トリプトソイ寒天斜面上の菌による成績と100窃  

一致した。この結果からラテックス試験をMSEY培地  

上の菌で実施することにより，コアダラーゼ試験の結果  

が判明する前に乱射〝倒ほか否かの判定が可能と思われ  

る。なお，前述のラテックス陽性，コアグラーゼ陰性株  

は，トリプトソイ寒天斜面上の菌では生理食塩水に凝集  

はなく，ラテックス試験陽性を示したが，MSEY培地  

上からでは生理食塩水に凝集したため判定出来なかった。  

したがって，NISEY培地から直接にラテックス試験を  

行う時は，生理食塩水に浮遊させる際，自発凝集のない  

ことを確認することが重要と思われる。   

3．既知病原菌に関するブドウ球菌選択分離培地上の性状   

MSヒY培地，スタヒロコッカス培地No．110に生育可  

一ヽ  

一ヽ   

千葉県衛生研究所  

（1984年9月29日受理）  

－50－  



黄色ブドウ球菌同定のためのラテックス  

能な∫．α〟rg“∫を含む既知の病原菌5菌種，すなわち  
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に♪dγβん〟g研Oノブ′zc〟∫について，持己の試験法を用いて，  

これまでと同様に検討した。   

供試株の両平板上の惟状を表2に示した。   

これら5繭挿7株中，∫．α〟rg㍑∫と短似する性状を呈  

した歯株は∫．αれγβれ∫の他にい新府」紬轟沈－∫1株と  

Vz∂γ‡0 ♪αγαカαg椚Oノブ如〟∫2株であった。  

蓑1．コアグラーゼ悟性とラテックス試験の相関性  

由来 株数コ冨’㌃’ラテックス試射一致率             r場 性   ％1  

食中毒  94  94  94  100  

食  品  4  0  0  100  

ふきとり   9  0  1  89  

i崇トリフトソイ寒天斜面上の菌による  

表2．既知病原菌の分離培地上の性状  

スタヒロコッカス培地No．110  M S E Y培地   

繭 種  マンニット   卵黄反応  色 素  マンニット  ゼラチン分解  

β． cgrg〟∫  

∫．吋Idgrm王dI∫  

∫． ♂〟rg〟∫  

V．ル肌永山∫   

V．♪♂rα力αg∽0／γJI亡び5  
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窺1：集落周辺に明瞭な自蔵  
‡2：淡い真珠様光沢  

表3．既知病原南とラテックス試験の関係  

M S E Y培地  スタヒロコッカス培地No．110  

菌 種  平 板  斜 面※3  平 板  斜 面♯3  

β．cgrg〟∫  

∫．g♪ldermJd王∫  

∫．♂乙＝n㌢〟5  

nルM！β／f∫  

V・♪αrα加gmo／ッJIC〟∫  

′■  

＋‡2  

＋‡2  

1分～1分30秒で陽性  
1分以内に陽性  
トリプトソイ寒天斜面   

以上のことから，ラテックス試験を実施する際にはト   

リプトソイ寒天斜面上の菌では問題ないが，MSEY培   

地やスタヒロコッカス培地No，110から実施する場合は，   

必ずカタラーゼ陽性のグラム陽性球菌であることの確認   

が必要であろう。  

Ⅳ まとめ  

黄色ブドウ球菌同定用のラテックス凝集試験に食中毒   
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4．既知病原菌に関するラテックス試験   

MSEY培地およびスタヒロコッカス培地帖110平板  

上の集落ならびにそれらからトリ70トソイ寒天斜面に移  

植した菌について行ったラテックス試験の成績を表3に  

示した。   

∫．α〟γg〟∫以外ではぃか血♪の血ね川川ル扉肌の2株  

について，両平板上の集落が凝集を示したが，それらの  

平板から移殖したトリプトソイ寒天斜面上の菌では，まっ  

たく凝集はみられなかった。  
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および食品製造施設由来ブドウ球菌を用いて追試し，次  

の様な結論を得た。  

1．コアグラーゼ活性とラテックス凝集試験は食中毒  

由来株および食品由来株では100藤一致することから，  

臨床面と同様に∫．β“re㍑5の鑑別法として，日常検査に  

充分使用出来ると思われる。   

2．ラテックス凝集試験はトリプトソイ寒天斜面上の  

菌のみならず，MSEY培地上の集落についても適用可  

能であった。しかし，この培地に生育可能なVよ∂rよ0♪♂一  

相加ほ晰汗頼’cれ∫にも凝集することから，試験の際は，生  

理食塩水に自発凝集しないこと，カタラーゼ陽性，グラ  

ム陽性の球菌であることなどを確認する必要がある。  

文献  

1） LudwigEssers and Klaus Radebold（1980）  

：Rapid and ReliableIdentification of  

StaPhylococcusaureusbyaLatex Aggluti～  

natlOnTest，」．Clin．MicroblOl．，12，641～643．  

2） 設楽政次，入江美佐子，河端正樹，小林はる美，  

奥田 稔．（1981）：ヒト血奨感作ラテックスによ  

る∫Jβ♪カグJococc〟∫α〟γe〟∫の迅速同定法，臨床病  

理ⅩⅩⅠⅩ総会号，52．  

3） Barryett A．MyrlCk and PaulD．Ellner  

（1982）：Evaluation of the Latex Slide A－  

gglutination Test forldentlficatlOnof  

Staphylococcus aureus，］．Clin．MicroblOl．，  

15，275～277．  

4） Gary V．Doern（1982）：Evaluation of a C－  

ommercialLatex Agglutlnation Test for 一ヽ  

Identlfication of Staphylococcus aureus，  

J．Clln，Microbiol．，15，416～418．  

一ヽ  

－52－   




